



講演日： 2013 年 3 月 9 日（土） 
講演者： 大手前大学学長 
日本フランス語フランス文学会副会長 
































































































































































































































































































 明治 10 年代はジュール・ヴェルヌ。これはすごい数で出ます。せいぜい明治 10 年から 20 年ぐ



































































































































































































 しかし、この藤村自身が『秀才文壇』に書いた、「ルソーを読んだのは 23 歳の夏」というのは非
















な大富豪、勢力家の娘である石坂美那という人にあてた手紙です。このころ 17、18 か 19 歳。とに


































塚原渋柿園というジャーナリストが、ディスレーリの Contarini Fleming というものを訳しまして、
これが『昆太利物語』として明治 23 年に出ています。色川大吉や、著名な明治文学の専門家たち
は、透谷の石坂美那への手紙は、この Contarini Fleming を読んでのことだと言うのですけれども、
















premier” とあって、年号がございません。それから、英訳でも――1887 年の Confessions―― 
“Book １” とあって、そのあとに年代がありません。いろいろ幾つか探したのですが、年代の表記
があるのは、私も持っているのですが、1834 年のルソー全集です。“Livre premier” とあって、「1712








































































































翻訳文学の力――翻訳は何を創ってきたか ― 柏木 隆雄 
 
しょうか。 
【司会】あとお二人ぐらい。 
【沼野充義氏（東京大学文学部教授・講演２の講師）】簡単な事実関係で。 
【柏木氏】はいどうぞ。事実関係で。お願いします。 
【沼野氏】今日の面白いお話で、あとでまたシンポジウムで議論できるかと思うのですけれど、ゾ
ラの引用で、馬場弧蝶の訳で、要するに『蒲団』に似ているというところ。ここで訳文が「寝床を
あげる」というふうになっているのですけれども、これはもちろん原文はベッドメイキングすると
いうこと？ 
【柏木氏】そうです。 
【沼野氏】これは、一種の翻案に近いかたちで訳しているわけですね。何かこれを読んでいると、
日本の蒲団で寝ているような印象を受けるのですけれども。 
【柏木氏】そうなのです。まさしくこれ、要するにマットをたたくのです。いわゆるベッドメイキ
ングです。私が前に論じた時はフランス語から正確な訳をしました。でもこう訳すといかにも「寝
床をあげる」という感じが出て、おそらくこういうところに蒲団のヒントを得た証拠になるのでは
ないかというので引きました。 
 あと、横山先生が手を挙げてらしたのですが。 
【横山昭正氏（広島女学院大学名誉教授）】私はフランス文学が専門なのですが、あとでまた沼野先
生と一緒の時にお答えいただいてもいいと思うのですが、そういういわゆる翻訳の流れで、翻訳語
調というもの、一言で言えば日本語になじまない、少しこうしたらという、例えば関係代名詞なん
かの訳し方。大江健三郎さんが、ある時自分の文体について、伝統的な日本の漢文調のもの、源氏
物語みたいな柔らかな口調のようなもの、それからその時代、時代の口語表現ですね。それと翻訳
の文体というのが自分には大きく影響したと。彼も初期はおそらく、彼の文章はあまり…… 
【柏木氏】そうでしたね。 
【横山氏】蓮実重彦先生なんかの文章とかですね、おそらくものすごく翻訳調なのですね。ただそ
れを日本語に、非常に僕らの話し方にもそうですが、教育を通じてですが、大きく日本語の構造と
かかたちとか、あり方を変えているような気がするのです。ところが、フランス語とか、私は全然
できないのですがロシア語とかは、外国の文化や言葉の影響を受けても、文法構造ががっちりして
いるし、それほど言語の、話し言葉・書き言葉の根本の構造にまでには、それほど強く影響を与え
ていないような気がするのですけれど。まあ大きな問題です。それを大江さんは、自分の文体の中
には翻訳調ははっきり３つぐらいの柱で、土台として、というようなことをどこかで何度も書いて
ありますよね。そういうことについて話を。 
【柏木氏】またあとで話しますけれども、ただ一言。実は、今日話そうと思って話さなかったこと
は、森鷗外の翻訳が、彼はフランス語ではなくてドイツ語から翻訳しているのですが、フランス語
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岡山大学文学部プロジェクト研究報告集「文化の交流、文化の翻訳」 
123 
 
の時制というのを非常によく分かった文体を作っている。それも話したいのですけれど。それとあ
と、今度も著書が出ましたが生田長江という、業病で少し早く亡くなりましたが、その人の『サラ
ンボー』という翻訳の文体、これが横光利一の『日輪』という小説に非常に影響を与えた。意識的
にその『サランボー』の、「～するところの」という、関係代名詞の後ろからひっくり返ってくる訳
です。それがはじめていわゆる翻訳の文体を模して自分の文章を作ったというもので、横光利一の
『日輪』という小説の例が、よく挙げられると思います。これは沼野先生のお話のあとにでも、ま
たぜひ話題にしたいと思います。ありがとうございます。 
【司会】では、まだ質問があると思いますが、シンポジウムの時にまたお願いしたいと思います。
柏木先生、どうもありがとうございました。 
